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きしわだしじゅうろっけんながや
岸和田市十六軒長屋

所在地：堺市材木町西 1 丁 1-30
最寄駅：阪堺線「妙国寺前駅」下車 徒歩 3 分
見学：無料（毎週火曜日定休日）
TEL：072-227-1001

　堺を代表し、全国で知られる伝統産業
のひとつに「堺打刃物」があげられます。
　展示だけでなく多くの人々に「ものづ
くり」を「体験」（要予約）してもらう
施設として「堺 HAMONO ミュージアム
は多くの見学者に親しまれています。
　堺は鉄と関わりが古く、古墳時代に遡
ります。世界最大の古墳「仁徳天皇陵」
に代表される古墳を工事する上で、鋤、
鍬が大量に必要となり、多くの鍛冶職人
が堺に移り住んだことが起源とされ、今
でもいくつかの地名にその名残がみられ
ます。戦国時代から安土桃山時代にかけ
て堺は貿易港として黄金期を迎え自治都
市として繁栄しました。ポルトガルから
はたばこが伝来、その葉を刻む「たばこ
包丁」が造られるようになりました。　
　金属の高度な伝統技術が評価され、江

戸時代には「堺極（さかいきわめ）」の
印を幕府から受け専売品として流通され
たことから「堺打刃物」の品質の良さが
全国へ知れ渡ることになりました。
　刃物の製造はいくつもの工程がわか
れ、内容ごとに仕事の分担が「鍛冶屋」

「刃付け屋」「柄屋」「問屋」と別れてい
ます。それぞれの専門家が高度な伝統技
術を駆使しひとつのものを作り上げる伝
統は 600 年を経た現在も引継がれてい
ます。
　私たちの建築分野も、さまざまな専門
技術の積み重ねにより、ひとつの建物が
作られように、「堺打刃物」における「も
のづくり」と共感できるのではないで
しょうか。

（桑原宏明）

所在地：岸和田市岸城町 22-15 他
最寄駅：南海本線蛸地蔵駅下車 北西へ徒歩 2 分
見　学：内部は不可

　南海蛸地蔵駅商店街通りを北に一本入る
と住宅街の一角に通称「十六軒長屋」があ
る。この長屋は大正11年から14年にかけて
建築されてもので、当時西田氏の所有地を
建築請負会社の中筋組が土地を借りて建
設、経営している。
　十六軒長屋という名のとおり16戸の住宅
が4棟に分けて建てられている。
　全長は約118メートルにもおよび、現在も
人が住み続けている関係もあって80年以上
が経過しているにもかかわらず、しっかりと
した長屋住宅として現存している。構造概要
は木造2階建て、屋根は桟瓦葺き切妻造で
外壁は真壁となっている。間取りは両端2戸
を除いて間口が3間奥行きが5間弱で共有
する庭を中央に挟み、通り庭を軸に対象の
間取りを基本とする。各住戸の1階は、踏み
込みの土間と玄関、その奥に4畳半の座敷と

2畳大の台所を並置し、台所の奥に3畳また
は4畳半の和室が設けられ、裏庭に面して便
所と風呂が設けられている。また、2階には6
畳の座敷と4畳の次の間が設けられている。
　十六軒長屋は大正時代の長屋でありなが
ら中庭を設けプライバシーの確保に配慮さ
れ、また、各戸に浴室が設けられているなど
先進的な要素も含まれている。
　また、昨年発行された景観ルネサンス〜
岸和田の民家とレトロ建築という絵画集に
も描かれ、市民にも親しまれている建築物で
あると言える。
　同長屋の周辺には、同じく大正末期に建て
られたレトロな雰囲気を持つマンサード長
屋も現存している。和洋長屋の対比は面白
く、いずれも温もりのあるまちなみを形成し
ており、訪れる人々をノスタルジックな世界
へと誘ってくれるであろう。　  （平塚隆史）
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大道筋（阪堺線）から見たミュージアムの外観

常設展示室：多種多彩な「堺打刃物」を展示

みしま野
島本町・高槻市・茨木市・摂津市

北河内
枚方市・交野市・寝屋川市・守口市・四條畷市
門真市・大東市

堺
堺市・高石市

いずみ野
和泉市・泉大津市・忠岡町・岸和田市・貝塚市
熊取町・泉佐野市・田尻町・泉南市・阪南市・岬町

十六軒長屋全景 約118メートルにも及ぶ全長




